
第四十三巻　　　第九冊

　　　第五百三號
　昭和四十一年十二月十五日獲行

紹
瓢
三
十
四
年
七
月
一
臼
運
輔
衝
特
別
扱
承
認
雑
誌
繁
紹
紙
三
號

紹
猟
照
十
｝
年
十
瓢
月
十
気
日
発
響
（
毎
月
一
園
凝
行
）

ヒ
ュ
ー
ム
の
「
共
感
」
の
倫
理
…
…
…
…
幅
　
臨
　
正
・
彦

藝
術
と
技
術
…
…
…
…
…
：
…
・
：
…
。
吉
岡
健
二
郎

二
二
に
対
す
る
自
然
の
關
係
…
：
…
…
…
・
吉

　
　
　
ー
シ
ェ
リ
ン
グ
を
め
ぐ
る
自
然
の
概
念
（
一
）
一

岡
　
　
忠
　
　
勝

行
爲
と
罪
・

田

晶

京都大學文學蔀内

　京都哲副馬



京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
【
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
間
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
呂
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
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e
　
毎
月
一
回
愈
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哲
學
研
究
」
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護
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大
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會
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一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
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の
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を
設
け
ま
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、
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方
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〇
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〇
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す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
酬
臨
代
宮
町
二
　
創
文
赦

（
振
替
ロ
座
東
京
九
二
四
七
二
番
　
創
文
砒
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
會
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
薗
金
切
漏
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
京
都
哲
慶
會
宛
御
彿
込
下
さ
い
（
一
年
分
又

は
牟
年
分
）
、
會
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
又
は
六

冊
）
の
送
付
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
曾
費
の
愛
更
其
他

の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
牛
年
）
毎
に
精
算
し

ま
す
一
、
會
員
の
韓
居
・
入
退
曾
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
關
す
る
通
信
。
新
刊
書
・
寄
購
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
都
　
哲
　
學
　
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
鼠
吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
畢
文
學
部
内

昭
和
照
十
一
年
十
二
月
五
臼
印
刷

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
十
五
臼
獲
行

編
集
人

獲
行
人

印
麟
入

印
刷
所

蛮
行
所

魯株

準i：式

東堀堀東久神璽京幡

鎌内裏野瀬都
1！　三井　大
；．F．印文田　　　　慧　　　　　　墨書
蜻　　　円理　　　文
整康治讐津一學學
乙　　町　　　部
六所良β二男良β　　　　　　内會

創
　
　
文
　
　
祉

東
京
都
千
代
田
臨
三
富
二
二

振
替
環
座
　
東
京
　
九
二
四
七
二
番

蹴
話
　
丸
ノ
内
　
塞
　
四
〇
〇
八
番

～
一
，
ζ
♂
零
さ
’
》
鳳
8
■
奎
》
》
垂
■
｝
8
㌦
匠
芝
ご

註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
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に
呈
す
る

件
は
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証
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滋
」
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込
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一
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）
前
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